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2面 /市立目書館の発案を目う凛菫●  0面/目都おはなしの会網介 遺薔文庫の取り餃い

0面/リ ックトーク 第22回静岡県口書館大会案内
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時/2014年 10月 19日 (日)10時 ～ 16時

苺/3宙 藤技 1階 イベント広場

市民の皆さまから提供していただしヽた本 絵本などを安価で販売 売上金を市立図●館へ新刊

薔籍購入資金として寄贈します 例年 間店時刻と同時にたくさんの万森 店されます

掘り出し物がさoと見つかります どうま お出かけくださるようご案内します
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読み贅えた本を提供してください |

リサイクル市て販売します 下記のように受付

します ご協力ようしくお願tヽ数します

なお 理担本 汚れた本はご遠慮ください

受付期間/9月 27日 (■)～ 10月 5日 (日〕

時間 10時 ～ 16時
(0月 2,日は体館日です )

受II場所/市立駅隅図E密 朗轟奎

※多Eの場88● 駐車場からの運餓をお手伝いし

ます 朗読菫で待健するたの去担当者に声力けして

ください

く 記念級 は児童文学者 草谷桂子氏 >
ω16年 0月 8日 〈日〕閑催の「友の会織会記念調演j錮肺 ついて ,′2開いた壼営晏員会

で草6氏へ依頼することを決め このはと 同氏がら快廃を得ました とうぞ ご期待下怪い

演題「織本ま饉る～園書館の魅力 本の魅力～J(仮蘊)

<草6氏のプロフィール>
尽眠文饉「巴文饉Jを■畢して04年 B下児■文掌者協会 =跳劇作グループ

′力しめ不J所属 主な署作に [Bいフラフスの協鬱Jf'い目のお客さんJ(僣威

社)[さびしい時間のとなりj(ボプラ■)『こともと大人の絵本の疇匈J(半島
=溌〕 隠 本で楽しむ孫月てJ(大月■店,「 9 ,,をおに列もソ,,ガイドJ[縮本

は通る はじまり回書館力らJ(子どもの本来社)総本に [ブ レゼントはたからも

のJ「 おさゃくさんはいません力?J「ぼくまょわこし,J(大月■6)など

田●館づくりの間民通詢の分野でも狙導的な検3を果し 響岡県中央図■値協議

壼委員を鴫め 現壼 静岡県D薔配交流会実行委員 静冊回書館友の
=違

曽善員を

事める

リサイウル市の賑わい風景

t



今年簡莉取60周年の師目の年 市の文化政策 赦青暉 施策の重要な

一環である図
=盤`更

なる充実 発展することを願い0月 下C内書の要望●

を想士し 懇談の場で見解を示すよう求めました

わ 節
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昴 に

"@喋
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会員の目さ難 おかれては 躍日●Enせma至奎菫型
=壼

ロニ彗菫豊
=__m、ただくょぅぉ願い致します い あて日躇 フアク又て)

近々 懇談を予定しますム 腋談結果に,ヽては含報でお知らt● します

(3年 0つ分図螂 する鶉 としてつ費●覇局に圏薔課長のポス卜が臓けられました,

■北村市長あて粟螢● 費ヨ

イ 前のズ ι政策 『教育日本一]施粛0-環として図●館をどう位日付け瞑隠し‐ くヽのか

市立口●館 摯校口●館 (特に本年6月学校囲薔的法置 に伴う詢
" 

公民館図書窒審の菫な
る売漢りための施策をどう進めていくのか 現在ぬ断 と,後の改善点は

2 0薔館臓員に司E吾資播者を配置するむ 人3の機書を図る必要があると考える

0 市立図●館独自の人事採用の遺%Cに 爾長は司■■福を所電する人を採用する諄¨
0 正規覇員の比率を増やすこと 同時に司E資格読 つ専門腱員のlt率を上げること
0 '肛娘 臨中 間 優薇6年)の延長
3 市図■館協饉会の」■の充実を回るための見解

① 協■晏員の公勇制の導入 O 協隷会の内容の充実
4 市立図●寵における地颯口靖め 劇 際 に‐ ,ての見解
6 -艘含計に占める図■館関係晏用の在り方に,ヽての見解

O 最優 ,%程資の促保 (人件■を8C)“以要と思うがこう・ |

O 図■館整籠基金の,饉の日弔施策 図●購入費の一足水準の確保のあ要性

O 駅閥図薔館 ,0円年 (alo年)に向けで Jニューフルを模的してはどうか
0 その他 C図●館友の会との協働関係撻達  0トランテイア釧立置づけ奪

■威岡図●諫良あて要望● 甕ヨ

|イ  市立囲E館の躍現壺綺 ―層の充実を図るため とのような施環を進めていくのか

‐‐
.

|

2 誠 5年
― 市口●斑軍準の現状は

また市立囲●館コンセフ ト「快璃 出会い 進歩jの目漁力ら3後の課題は何●|

①
②

④

０
０

,,画朗続サービスの状況

お薩 をきめた児菫囲■の利用状況とおお窒¨ 工夫

◎ 集会室の利用状況

翻 としたビジネス0‐サービス利用の状況   0 外国人の利用状況

暉

“

,ゑ 彙軋 ■ のF旧湖

アンケート等を通しての市い らの理菫内
=そ

の対S
3 年間の■利用者数を増やすための菫なる工夫ガル霙と思うがこうか

0 地域との連携を強める企画

0 図薔饉としてのイベントの企画 優の書との共同の2国も富む)

1 願っている承 贅贈の見解|ま

4 i藤校 口瀬 め奮 jは市の囲薔館働腱及び図■館電員との協働 協力関睦  E深めたいと

,__



『岡部おはなし0会 J の活動を紹介します [

同都おはなしの会 黒羽和意 (友の会会員)

火楡籠箱屋
'な

まこ壁ギャラリーJ

で行つた続み間がせの構子

私たち岡部おはなし
=た

は 図書館ポランティアとして岡邸

□
=露

やい 中学校での読み間かせ 弁護施設や地厩の「いき

いきサロンJ等でのお話念を行つています

また 大きなイベントとして議の柏屋おはなし会 このクリ

スマス読¨ ります

3回は [檜屋おはなし含Jについて報告します

このおはなし会は 毎年3月詢盆の時期に岡部在住の裂圏

「家 イ
='0子

さんの製議展 (ギ ャラリーなまこ螢で開催)の中

で時間を頂さ行ってtヽます 
…

なお 年|ま 8月 8B力 ら

`日
間 貪員が担当日を企□し実施しました B替わりの内容

に豪本的に地域にまつわる話を演じます 目的は岡邸の文化の

発信 綺部を,0ろう !知らせよう |との‐ でヽ企画し 鰊習の

成果を発表しまし●_ 年々暉衆t増え ¨ 来客叡

`165人, 電しい限りです

会の活動は昨年雲損で 143回 実働芸曼筋減少している現状もあ味 すが おはなし,を待つて

いる手ともたち お年寄りの●Fちの実顔を壻に 3年も活動竜進めています

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ‐ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ‐ ― ―

「遠藤文庫Jの級ιJこついて駅南図■館と協議

ぃゅ る 千遠藤文庫Jについて 利用は少ないこと スベース有効舌用等の理由から奎理したしヽ

この申し入れが駅南図書館からあり 曖 1開しヽた度の働重豪 期もを相談 この程 図書館と協議し

次のように確認しましF_

1 通藤氏の業綱と文藤のい

'lを
記した′ヽ■ しく写真下の上段)は展示継統する

(含としては氏が黒した駅南図中 に奎る市民運動での大きな役劉乏後世に伝え■ )ヽ

2 闘・・書庫に保管している通師 の■篤のうち 図E館があ要とするものにつしヽては図E分類

目銀に従い活用 他のもの|ま趙力含と脇鮨0うえ 処理する

3 前:訊理に際しては事前に□E館0ら反の含脚 する

ゝ 藤文履 とは ?

納 証 職 醸 ¨ 万冊に工 ■ヽ詢を残し‐ 年逝去

された 2嘲 年2月方―プンの駅南図■館は蔵喜が少ない時期

だoたこともあり 当時の館長ほか購員が遠藤宅へ赴き 員重な

本1額きたいということで 彗関を駅南回●館‐ 運び込ん,ユ

オープソ後 遠藤夫人 (故人)と会員″半年以上の期間を力け

0千余冊を分類 うち融十mにていてはラベル貼を行い―殷書攣

へ展示し 他の書蠅は間架●庫に保管されてきた

これを ■ 藤文饉 とぼんできた

氏ι議 の豪の前ヨ[腱校に新しい口8館を劇る芸J結成に蓼層

新□●館適骰●状める,ち ●平余饉の厳情害名の威功 新図■飽

遠市の第●次掟3計画に明記させることに尽力した「街づくり市

民云議j姜員として菫闘など 駅痢画●館実現めざす市民運動で

大き福貿副を果した この言をバネ しで展示している
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「吾 赤 紅J 瞑野光子著 (文書社刊〉

落合文子 (友の会会員)

ある日 気分唸換に賄 口書館に立ち寄oた ●架のl●lをゆつくりと

背表紙を見ながら 自分だけの時間を楽しんだ そこは 自分一人だけの

空間のような気がした まさに 国書館浴  とても心地良かoた

ふと眼にとまoたのが 自い青表紙にえんじ色の文字 嗜 亦紅,

病に倒れたご主人を11年余り介護し な取oた著者が執筆した本

自然を見つめ膳りかける歓女の累凛な気持ちが表現されていて す一つ

と私のうにス●てきた 回魯館をあとにする頃には心が軽くなっていた

図摘 を まだ利用されていないあなた きぅと思いがけないような本

との出会いがあるかもしれません ―魔 足を通んでみてはいかが

◆分科会
, 図書館サービス

ね0か ら図書館の可籠性を拓〈
2 児童に対するサービス

小学生^の顔み目がせ
3 子どもと籠●

武口美穂ワール ド̂ よ うこそ
4 図書館とコ |→ I● アル
, 臨 舌動 騎書が吉む隆
0 学校口書館
′ 大学図書館

●申込方差等問合せ先

静岡県立中央回書館全回振興課

電話

“`2‐
12“

同鐘OHPか ら申込用機が

ダウンロー ドできます

0つ加贅/無料 (と なたでも多加できます )

0申込期限/20,4年 ,1月 0日 (木 )

1腹の会からお蜃t, てヽつも会の活動^ご喪授 ご協力頂さ感謝0し上げます 会繭は 会員の半数以上01
:          方^還菖委員 ●よる手まし配布をしてt｀ ます 若手の日●ちを養します      :
:    こ理解をお願いします また 会贅2年日米納の方^はお付を取り止めています ご7鷲 ください :
:     号き続き会員を募集しています お荀,合いの方など ご紹介ください 案内を選付します   :

藤機 関●館

"の
会
~"―

フ艶 0書

201準 9月発行

|メ ール7111 出 plたo呼o壼●●n●●ohiw・b■2¨■

卜
`ヽ

 ,1「 藤校図●餞友
"会

,て検索してください

く連絡先>〒
`2600“

 藤枝市大東町 00●3 桑原英責

電話 鵬Ю

“

60い012

圏集饉割 前号で 度の発行を約束し
ながらよになってしまいました
藤枝市発行

`回
書館業務概要J平成

25年脹が手元にあります
貸出冊獄は対前年度比 1021%霙利

用者数も前年比 127%と 図書館活動
の基本的指標がいずれヽ前達 職晨暑
位の

"力
●餃意を表します (,1)

伝えよう跡書館のカ

ー

能性
■ 第 22回 l綱県図書館大会のご案内■

(広 く国●館に関わを持っている皆さん , 国●

“

の力や

新たな可能性について争び合い 文資を深めましょう,

0日 時/2014年 ,2月 8日 (月 , ■45～ 1,“

0会場/グランラップ (OR東静岡駅隣接〉

0日程/ ,45 蘭会 豪彰式 情勢颯告

10∞ ～ 200 ライブトーク

'・

ホとひと をtlぶためにできること,
～本と出会うためのセントをあなた^～」

幅 允孝氏 BACH代 表 ,,,i`",
野尻 ■氏 静岡魯店大賞ll●柳島最

船田 影氏 1崎市教委 ‖崎立富前回●館

1280-1,45 昼食林懇 躍違苺

10お～1645 分科会


